
笑顔とあいさつあふれる学校

「 ウィズ・コロナ ～“今”を生きる～ 」
校長 佐々木 智美

２か月だけの「令和２年度１学期」が終わります。西中５０年の歴史を振り返ってみても、これ
まで誰も、経験したことのない最短の１学期（授業日数48日間）となりました。６月の学校再開以降、
授業内容も新年度の学習内容となり、部活動も再開。土曜授業の設定や弁当対応による授業日確保。
日常の生活も手洗いの励行、換気の徹底、清掃の在り方や放課後の消毒作業。生徒活動では、分散
型による委員会活動、放送による生徒朝会やリモートによる生徒総会など。制約のある状況下でも
様々な工夫が生み出され、新しい学校生活スタイルが一つずつ定着してきたところです。

梅雨明けが待ち遠しい列島ですが、授業がここまで続いた今年は、涼しい中で学校生活を送るこ
とができ、正直、梅雨明けが伸びてくれてよかった・・・という気持ちです。しかし、この長雨に
よって、各地では、これまでに経験したことのない、日常を超える大雨により、被害も頻発してい
ます。熊本・大分を中心に九州地方を襲った７月豪雨、続く岐阜・長野、数日前には、東北・山形
にまで広がりました。大雨による河川の増水や氾濫により、命を落とされたり、浸水被害を受けた
りしている話を聞くたびに心を痛めています。ここまで、コロナ感染症を避けて闘ってきたのに・
・・命の尊さをあらためて考えさせられます。心よりお悔やみ、お見舞いを申し上げます。

先日、テレビの情報番組で、生命保険会社が全国の２０〜５０代に尋ねた『今年の夏休みを漢字
１文字で表すと…』の集計結果を紹介していました。トップ３は次のようになるそうです。１位
「耐」、２位「静」、３位「忍」。まさに、〈静かに耐え忍ぶ。。。。〉今の世相を反映しているなと感じ
ました。期間も短くなり、何とも寂しい夏休みですが、西中生の皆さんには、コロナ禍の中にあっ
ても、明るい希望に変わる有意義な夏休みを過ごしてほしいと願っています。

７月１６日、このコロナ禍にあっても、逆境を物ともしない若い世代の明るい
話題が届きました。将棋の８つあるタイトル戦（プロ棋士しか参加できません．）
のうちの一つ『棋聖』戦を制した【藤井 聡太】さんの話題でした。将棋界の歴
史に新たな名が刻まれました。注目を集めた彼の歩みを追ってみましょう。１７
歳１１か月で初タイトルを手にした藤井さんは、現在、高校３年生（誕生日を迎
えているので現在は１８歳．）。≪プロ棋士≫になったのは、１４歳２か月、中学２年生の１０月のこ
とでした。このときも史上最年少の≪プロ棋士≫として注目を集めました。≪プロ≫の棋士とは、
日本将棋連盟に所属して、将棋の対局を通して、賞金を得る人のことです。順調そうに見える藤井
さんですが、昨年はタイトル戦への挑戦ができずに苦しんだ時期もあったそうです。
その転機となったのは、なんと新型コロナウイルスで約５０日間対局ができなかった時期。学校

も休校になっていた期間に、自分の将棋をしっかり見つめ直したといいます。藤井さんは、コンピ
ュータをフル活用、自分の将棋をＡＩ（Artificial Intelligence＝人工知能）で解析し、自身の弱点とされ
ていた序盤から中盤に打つ将棋の手を徹底的に鍛えていたそうです。たとえコロナ禍であっても、
与えられた時間を自分のためにどのように使うべきかということを改めて私たちに教えてくれまし
た。藤井さんは「良い将棋にしたいと思い臨んだことが幸いした」と話しています。タイトル戦を
見据えていたのかは分かりませんが、次の対局に備えて一つ一つのことを丁寧にしっかりと、そし
て確実に自身の力へと変えていました。これからも『探究心』をもって将棋に向かっていくそうです。

２週間余りの夏休みですが、西中生は、どのように過ごすのでしょうか。実りのある２学期にす
るための大事な２週間です。創立５０年目の歴史と誇りを受け継ぐ『西中のプライド』を継承して
いくこと、大きな困難にも『しなかに すこやかに』立ち向かえる西中生になるために、何をして
おく必要があるのでしょうか。藤井さんの教えを受け、あなたの弱点克服に時間を掛けてみてくだ
さい。皆さんが選ぶ今年の夏休み（明るい希望）を表す漢字は、どのような一文字を挙げますか？

※国内の感染者数が、一日で１０００人を超える広がりを見せています。長期休業中も『３密』となる環境を避ける、
外出時のマスク着脱など感染症予防・熱中症予防対策をしっかりと講じコロナを「正しく恐れる」を実践してくださ
い。今後も学校ホームページにて関連の情報発信をしてまいります。定期的な閲覧・確認をお願いいたします。

ホームページで学校や生徒の様子をお知らせしています。 http://www.city.ageo.lg.jp/site/nishi-juniorhighschool/
★令和２年７月３１日現在 学級数１９ 生徒数５３１名 上尾市Ｗｅｂサイト→上尾市立幼小中学校→西中学校

令和２年７月３１日
第 ５ 号

上尾市立西中学校長

佐々木 智美
西中だより
校訓 しなやかに すこやかに

令和２年度



８・９月の行事予定
行 事 予 定 部活動

１８ 火 始業式 ✕

７月４日（土）大型モニター、タブレットな １９ 水 あいさつ運動 ★弁当持参 ○

どを使用してリモートで生徒総会を行いまし ２０ 木 コロナ差別防止教室 ふれあいデー ✕

た。放送室を拠点として各教室へ配信しました。 専門委員会 ★弁当持参

例年とは形式の違った生徒総会となりました ２１ 金 １年食育授業 避難訓練 ★弁当持参 ○

が、全校生徒が生徒会の一員であることを自覚 ２２ 土

し、自分には何ができるのかを考えることがで ２３ 日

きたのではないでしょうか。 ２４ 月 教育実習２人（～ 4日）（～ 11日） ○

★弁当持参

２５ 火 生徒朝会（放送） ★弁当持参 ○

２６ 水 内科検診(3-1･2･3） ○

学校生活アンケート ★弁当持参

２７ 木 １･２年 PTA役員抽選会 ★弁当持参 ○

２８ 金 １･２年実力テスト ★弁当持参 ○

２９ 土

３０ 日

３１ 月 給食開始 ○

１ 火 あいさつ運動 ○

２ 水 体育祭全体練習 内科検診（3-4･5） ○

３ 木 歯科検診（全学年） ○

４ 金 内科検診（2-1･2･3） ○

５ 土

６ 日

７ 月 ３年第１回南部校長会テスト ○

８ 火 体育祭予行 ○

９ 水 金曜日課 水泳県大会 ○

１０ 木 体育祭準備 水泳県大会 △

１１ 金 体育祭 ○

１２ 土

１３ 日

１４ 月 ○

どの生徒も丁寧に真剣に作業し、素敵な手 １５ 火 体育祭予備日① ○

作りマスクが仕上がりました。 １６ 水 体育祭予備日② ○

１７ 木 内科検診（2-4･5） 専門委員会 ✕

１８ 金 内科検診（1-1･2･3）中央委員会 ○

１９ 土 土曜授業（３時間） ○

２０ 日

２１ 月 敬老の日

２２ 火 秋分の日

２３ 水 ふれあいデー ✕

２４ 木 内科検診（1-4･5、スクラム） ○

２５ 金 学校生活アンケート 部活動壮行会 ○

２６ 土

８月１１日（月）～１４日（金）学校閉庁日 ２７ 日

です。緊急時の連絡は、上尾市教育委員会へお ２８ 月 新人大会：陸上 ○

願いします。☎ 048(775)9604 ２９ 火 １年心臓検診 新人大会：水泳 ○

３０ 水 新人大会：バスケ・バレー ○


